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論文　Paper

AQUAMarine：定量的管理計画立案システム

ソフトウェア開発プロセス改善策の1つとして，定量的に測定されたデータを利用したプロセスの定量的管理が

注目されている．しかし，開発プロセスにおける定量的管理の実施は困難である．この原因の1つとして，定量的

管理計画の立案作業が複雑であるからと考えられる．本研究では，定量的管理を取り入れたソフトウェア開発プロ

セスのためのオーサリング・テーラリングフレームワークを提案する．本フレームワークは，定量的管理計画の立

案に必要な組織レベル及びプロジェクトレベルの作業手順を系統的に整理したものである．また，提案フレームワ

ークを基にして定量的管理計画の立案を支援するシステムを開発し評価した．その結果，開発したシステムが定量

的管理計画の立案作業を適切に支援していることを確認した．

1 はじめに

現在，多くの企業でソフトウェア開発プロセスの定量

的管理が試みられている．定量的管理は，開発プロセス

の実行中に，早期に問題を特定し改善するために重要で

ある．しかし，開発プロセスにおける定量的管理の実践

は困難である．これは，ソフトウェア開発が不確定要素

を多く含むため，そのプロセスの構築作業（オーサリン

グ作業）をどのように行えば良いか，また構築したプロ

セスを基にどのような観点でプロジェクトに合わせた作

業内容の修整作業（テーラリング作業）を行えば良いか

等，不明確な部分が多いためである．

このような問題を解決するため，定量的管理プロセス

のオーサリングとテーラリングを行う手順を系統的に整

理したフレームワークと，提案するフレームワークに基

づく開発管理計画の立案支援システムAQUAMarineを提

案する．更に，本フレームワークとAQUAMarineの有効

性を確認するため，実企業のプロジェクトマネージャら

によるレビューを実施した．その結果，AQUAMarineが

定量的管理プロセスのオーサリング・テーラリングを有

効に支援出来るとの評価を得た．

1 はじめに
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2 定量的管理計画立案支援フレームワーク

2.1 定量的管理における基本活動と課題

本研究では，定量的管理を実施する組織が，組織標準

の開発プロセス定義と管理指標を備えていることを想定

している．ここで，組織標準の開発プロセス定義とは，

ある開発組織で標準的に利用出来る開発プロセス定義で

あり，組織内のどのようなプロジェクトでも適用出来る

抽象度の高いソフトウェア開発プロセスを指す．WBS※1

形式で記述された組織標準の開発プロセスの例を表1に

示す．表1のように，組織標準開発プロセス定義では，

プロセスの具体的な作業内容や関連するプロセス等が定

められている．また，組織標準の管理指標定義とは，表

2のような形式で，管理の目的と目的の情報を導出する

ために必要な定量データの定義，収集方法，分析方法等

を定義したものである．

定量的管理計画の立案とその計画に基づく管理の実践

は，プロセスエンジニアとプロジェクト計画者，開発者，

分析者という4つのアクターにより行われる．以下に各

アクターの活動とそれに付随する課題を示す．

（1）プロセスエンジニア

・役割：組織内のプロセス構築や改善を目的として，組

織の特性や実状を考慮し，標準開発プロセス定義及び

管理指標をオーサリングする．また，プロジェクトの

実行中に得られた知見を用いて，標準開発プロセス定

義及び管理指標を継続的に改善する．更に，個々の開

発管理計画を立案する際には，プロジェクト計画者と

協力し，標準開発プロセス定義と管理指標をプロジェ

クトごとに適宜修正して組織内に展開する．

・課題：標準開発プロセス定義と管理指標をオーサリン

グする際には，構築するプロセスや定量データ，プロ

セスに関連する成果物が，組織の実状を適切に反映す

る必要がある．また，プロジェクトに合わせて標準開

発プロセス定義や管理指標を修正する際は，修正され

た開発プロセス定義や管理指標に矛盾や無理が無いこ

とを確認する必要がある．しかし，数十から数百の要

素で構成された標準開発プロセス定義や管理指標に対

し，これらを考慮してオーサリングを行うのが困難で

ある．

（2）プロジェクト計画者

・役割：プロセスエンジニアにより作成された標準開発

プロセス定義と管理指標を基に，定量的管理を取り入

れた開発管理計画を立案する．このとき，プロジェク

ト計画者は対象プロジェクトの予算や人員，開発規模

を考慮して，開発プロセス定義と管理指標を取捨選択

する．更に，管理に必要となる定量データの測定と分

析活動を定め，その管理手順を確立する．

・課題：開発管理計画のテーラリングを行う際には，定

量データの測定・分析作業が開発プロセスの各部に分

散して組込まれるため，開発プロセス及び管理指標の

全体構造を深く理解する必要がある．そのため，開発

プロセスと管理指標のテーラリングを実施するために

は，多くの経験を要する．

（3）開発者及び分析者

・役割：プロジェクト計画者により立案された開発管理

計画に従って，開発者は，管理に必要なデータの測

定・収集を行う．また，分析者は，開発者から得られ

た測定データを分析し，開発作業の進捗等プロジェク

トの実施状況に関する情報を把握する．分析者は，定

められた判断基準と測定された実績値との比較を行

い，もし目標値に対して実績値が著しく逸脱した場合，

もしくは放置すれば逸脱する傾向やリスクがあると分

かった場合には，直ちに適切な是正措置をとる．

2 定量的管理計画立案支援
フレームワーク

※1 WBS：Work Breakdown Structure
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表1 組織標準開発プロセスの定義例

表2 管理指標定義の例
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・課題：データの収集や分析を行う際，管理指標とそれ

に関連する定量データに関して，その収集方法や分析

方法に対する深い理解が必要である．

次節では，上記の定量的管理の立案と実践を行う際の

課題を一括して解決することを目的とした，オーサリン

グ・テーラリングフレームワークを示す．

2.2 提案フレームワークの概要

本研究で提案する定量的管理計画立案フレームワーク

を図1に示す．本フレームワークは大きく分けて，「オー

サリングパート」と，「テーラリングパート」の2部によ

り構成される．「オーサリングパート」では，標準開発プ

ロセス定義と管理指標を効率的に作成したり，改善した

りするための指針を示し，「テーラリングパート」を利用

することで，管理指標利用のために必要な測定活動の調

整作業を体系的に行うための指針を示す．これらを一貫

して運用することにより，定量的管理計画全体の立案作

業を支援する．それぞれのパートで実践すべき内容を以

下に示す．

（1）オーサリングパート

プロセスエンジニアは，まず標準開発プロセス定義と

管理指標を構築する．次にそれらがプロジェクトの特性

を反映するよう，各種定義の新規作成や修正を行う．こ

れらの作業は，図1に示すように，前者は組織レベルで

行われ，後者はプロジェクトレベルで行われる．

また，組織内で利用される標準開発プロセス定義や管

理指標は，長期にわたって利用され，その間に組織の実

状に合わせてより適した形に改善される必要がある．そ

のため組織レベルのオーサリングでは，開発プロセス定

義，管理指標の構築を継続的に行う．

（2）テーラリングパート

プロジェクト計画者は，まずオーサリング作業におい

て修正された標準開発プロセス定義を基に，それらがプ

ロジェクトの特性（予算，人員，納期等）に適合するよ

う，作業内容の取捨選択やワークフローの調整を行う．

次に，調整した開発プロセス定義に対して定量的管理計

画の組込みを行う．本組込み作業では，プロジェクト計

画者は，まずプロジェクトの特性に応じて，必要な管理

指標を選択する．そして，その管理指標を利用するにあ

たって必要な定量データを選択し，その測定・分析活動

を開発プロセス定義に関連付ける．

本フレームワークでは，上記のように定義した作業順

に従うことで，プロセスのオーサリングとテーラリング

一貫して行うことが出来る．我々は，このフレームワー

ク上でオーサリングとテーラリングを支援するシステム

としてAQUAMarineを設計し，実装した．次章では，

AQUAMarineシステムの詳細を述べる．

3 AQUAMarineの設計と実装

3.1 システムの概要

AQUAMarine は，図1に示したフレームワークに従い，

定量的管理プロセスのオーサリング作業及びテーラリン

グ作業を支援する．プロセスエンジニアに対しては，標

準開発プロセス定義と管理指標の新規作成作業やプロジ

ェクトの特性に合わせたこれらの修正作業を支援する．

また，プロジェクト計画者に対しては，管理指標やその

利用に必要な定量データの取捨選択作業，開発作業と定

量データの収集作業との関連付けの支援を行う．更に，

測定者や分析者に対しては，定量データの収集・分析方

法の理解を促進する機能を備える．AQUAMarineは表1及

び表2のような形式で整理・記述された標準開発プロセ

ス定義と管理指標を入力とし，それらに基づいて実プロ

ジェクトのプロセスのオーサリング及びテーラリングを

支援する．作業結果は，定量的管理プロセスが統合され

た開発管理計画として出力される．

3.2 システムの構成と提供する機能

AQUAMarineはJAVAで実装され，入力として標準開発

プロセス定義と管理指標が記述されたXML形式のプロジ
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3 AQUAMarineの設計と実装

図1 提案するフレームワークの概念図
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ェクトファイルもしくはCSV形式で記述された開発プロ

セス定義を読み込んで機能する．

AQUAMarineのスクリーンショットを図2及び図3に示

す．以下では，システムの機能について説明する．とく

に，本論文では，システム全体の機能のうち，フレーム

ワークの実現に直接関連のあるオーサリング機能群（図

2）とテーラリング機能群（図3）の2つを説明する．

（1）オーサリング機能群

・各種定義の新規作成支援機能

WBS形式で表された開発プロセスの新規定義，新たな

管理指標の追加といった，各種定義の構築作業をウィザ

ード形式で支援する．開発プロセスの構築に

おいては，単一の開発作業を表した「タスク」

と，その「タスク」の集合である「フェーズ」

を階層的に定義，記述することが出来る．ま

た，開発プロセスと関連する「成果物」と

CMMI[CMMI]を考慮したプロセス構築を支援

するための「プロセスエリア」を定義，記述

することが出来る．測定量に関連する要素と

しては，ISO/IEC 15939規格で定められている

測定情報モデルを基に，プロジェクトにおい

て実際に測定可能な属性である「基本測定量

（定量データ）」，複数の基本測定量を基に算

出される「導出測定量」，プロセスの状況を

表現した「管理指標」の定義，記述が可能で

ある．また，これらの定義には，具体的なド

キュメントのサンプルや収集方法等に関する

情報を含めることも出来る．

これらの機能により，開発組織の資産とし

て，開発プロセスや管理指標の定義を管理，

蓄積することが容易となる．また，具体的な

サンプルを合わせて蓄積することが出来，こ

れまでのプロジェクトを通して得られた実践

的な例を蓄積していくことが可能となる．

・各種定義の修正支援機能

プロジェクトで用いる各種定義の改善・修

正作業を支援する機能を提供する．開発プロ

セス定義や管理指標は，大量の設定項目や記

述項目を含むため，それぞれの項目をグルー

プ化し，改善，修正しやすいようにしている．

また，開発プロセス定義・管理指標と関連す

る成果物・プロセスエリアの情報も含め，それらを直感

的に修正出来るよう支援する．更に，各管理指標で用い

る定量データに関した情報を編集出来る機能を有する．

具体的には，定量データが測定可能な対象工程や測定タ

イミングを編集出来る．また，プロジェクトの状況に応

じて，より適当な定量データを利用出来るようにするた

めに，代替となる定量データを定義することが出来る．

この機能により，組織の実情に合わせたプロセス資産

の修正を容易に行うことが出来る．また，定量データの

測定可能な対象工程や代替となるデータ等，定量データ

の調整方法に関する知見を蓄積していくことが出来る．

7.詳細表示ペイン 

5.プロセス表示ペイン 

8.調整ペイン 

6.確認ペイン 

4.指標・成果物一覧ペイン 

図3 AQUAMarineのスクリーンショット（テーラリングモード）

1.オーサリングツールバー 

2.プロセス編集ペイン 3.詳細編集ペイン 

4.指標・成果物一覧ペイン 

図2 AQUAMarineのスクリーンショット（オーサリングモード）
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（2）テーラリング機能群

・定量データの測定・分析活動設定機能

定量データの測定分析活動を行うには，個々の定量デ

ータを測定する工程とその工程に合った測定タイミング

を指定する必要がある．また，場合によっては，測定対

象の定量データが対象工程において得られずに，その代

替となる定量データを選択する必要が生じることがある．

システムは，定量データごとにその測定可能な対象工程，

測定タイミングと，代替となり得る定量データに関する

記録を保持している．システムは，この情報を基に，測

定対象工程に合った測定タイミングの表示と，関連する

代替定量データのリストアップを行う．

これにより，過去に行われたテーラリング作業で得ら

れた知見を利用して，開発作業への測定・分析活動の設

定を柔軟に行うことが出来る．

・開発管理計画の閲覧機能

定量データの測定分析活動が統合された開発管理計画

は，その量も膨大なものとなり，計画全体を確認するこ

とが困難となる．本機能は，開発プロセスとそれに関連

付けられた定量データをダイアグラムとして画面上に並

べて表示することで（図3中の「6.確認ペイン」），開発プ

ロセスと定量データの関係を直感的に把握出来るよう支

援する．また，開発プロセスや定量データに関して，具

体的な作業内容や測定方法を表示する機能も有している

（図3中の「7.詳細表示ペイン」）．

このように，各工程やその作業で必要となる測定作業

が図示されることで，具体的なイメージを持ってプロジ

ェクトに臨むことが出来る．また，管理指標や定量デー

タに関する詳細な情報を容易に参照出来るので，指標や

定量データに関する理解が促進されると考えられる．

3.3 システムの利用シナリオと提供する機能

AQUAMarineシステムの活用法を分かりやすく示すた

めに，プロセスエンジニアとプロジェクト計画者の視点

から，AQUAMarineを用いた定量的管理計画立案作業の

シナリオを以下に示す．このシナリオではプロセスエン

ジニアが標準開発プロセス定義と管理指標を新規にオー

サリングし，それらを基にプロジェクトごとのテーラリ

ングを行うことで，最終的な開発・管理計画を出力する

という作業の流れを想定している．

①プロセスエンジニアは，システムを実行し，標準開発

プロセス定義と管理指標を新規に構築する．そのため

に，各種定義の新規作成を支援する

②プロセスエンジニアは既存の標準開発プロセス定義と

管理指標を改善する．システムは各種定義の修正支援

機能を提供し，改善活動を支援する

③プロセスエンジニア及びプロジェクト管理者はプロジ

ェクトに合わせて標準開発プロセス定義と管理指標を

修正する．システムは各種定義の修正支援機能を提供

し，プロジェクトに合わせた修正を支援する

④プロジェクト管理者は，管理指標の中から，プロジェ

クトに必要と考えられるものを選択し，その利用に必

要な定量データを選択する．システムは，管理指標と，

それに関連する定量データ間の依存関係や構造を直感

的に把握出来るよう支援する

⑤④で選択した定量データを測定する工程や頻度を決定

する．このときシステムは，選択した定量データにつ

いて，測定可能な工程や頻度をリストアップする等の

支援をする

⑥プロジェクト管理者は計画全体を確認する．必要であ

れば手順④に戻り，再度管理指標や定量データを選択

する．システムは，測定・分析活動と開発プロセスの

関連を直感的に把握するために必要な支援を行う

⑦選択した管理指標のすべてに関して測定活動の組み込

みが完了したら，測定・分析活動を統合した開発・管

理計画を出力する

4 AQUAMarineの評価

4.1 実施概要

本節ではAQUAMarineの有効性を確認するために実施

したシステムの評価について述べる．

評価では，あらかじめAQUAMarineの評価項目と簡単

な利用方法を整理したレビューシートを作成し，実企業

のプロジェクト管理者らに配布した．そして，レビュー

シートに基づきAQUAMarineを利用し，評価してもらう

ことで，システムの有効性について，回答結果を収集し

た．評価に協力していただいたのは，CMMIレベル3相当

（標準開発プロセス定義を利用）で，かつ定量的管理につ

いても組織標準の管理指標の利用を進めているソフトウ

ェア開発組織である．また，回答者は協力組織において，

4 AQUAMarineの評価
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定量的管理を実施しているプロジェクト管理者，もしく

は定量的管理を行ったことのあるその他の管理者を対象

とした．

評価にあたっては，AQUAMar ine本体に加え，

AQUAMarineの詳細な利用手順を掲載したユーザーズガ

イド，協力組織内部で利用されている標準プロセス定義

及び管理指標を電子化したプロジェクトファイルを協力

組織に配布した．

4.2 レビューシートの概要

レビューシートでは，評価全体を大きく3つに分類し

ており，それぞれの分類は，機能や目的ごとにまとめら

れた複数の質問項目から構成されている．回答者はそれ

ぞれの質問項目に応じて，6段階（未回答，そう思わな

い，あまりそう思わない，どちらとも言えない，ややそ

う思う，そう思う）もしくは，自由記述による評価を行

う．3つの分類と各分類における質問内容を以下に示す．

（1）オーサリングにおける支援機能の有効性とユーザビ

リティ

開発プロセスのドラッグアンドドロップによる並び替

え機能，各種定義の編集機能，新規作成支援機能につい

て，その有効性とユーザビリティを評価した．

（2）テーラリングにおける支援機能の有効性とユーザビ

リティ

計画の閲覧機能，測定量（定量データ）の関連付け機

能，測定タイミング設定機能について，有効性とユーザ

ビリティを評価した．

（3）システム全体の有効性

システムの目的が理解しやすいか，定量的管理計画の

立案を有効に支援しているか等について評価した．

4.3 評価結果

本評価では，最終的に11件の回答を得た．回答者の属

性としては，経験年数が5～22年で平均が12.2年，プロ

ジェクト経験回数が0～15回で平均は6.2回であった．

評価結果を図4～図6に示す．各図において，縦軸は機

能や目的ごとにまとめられた質問項目を示しており，横

軸はそれぞれの質問項目に対する6段階の回答を段階ご

とに積み上げたものである．

4.4 評価対象ごとの傾向分析

ここでは，観点ごとにどのような傾向が見られたかを

述べる．

（1）オーサリングにおける支援機能の有効性とユーザビ

リティ（図4）

図4からは，新規作成機能において大量の要素を作成

しづらいという点を除き，オーサリングに関する機能群

及びインターフェースが利用者にとって利用しやすいと

いうことが読み取れる．評価の低い新規作成機能に関し

ては，「ウィザード形式なので，大量の要素をまとめて作

成するのには向いていない」という指摘があった．

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

プロセスの 
並び替え機能 

各種定義の 
編集機能 

各種定義の 
新規作成機能 

開発プロセスを容易に並び替えられる 

有用である 

コンポーネントの配置が的確である 

容易に編集・保存出来る 

目的の要素を容易に作成出来る 

大量の要素を簡単に作成出来る 

未回答 そう思わない あまりそう思わない 

どちらとも言えない ややそう思う そう思う 

表示が直感的である 

十分な情報が表示されている 

ペインから容易に行える 

ダイアログから容易に行える 

ダイアログから容易に行える 

ペインから容易に行える 

閲覧機能 

測定量の 
関連付け機能 

測定タイミングの 
設定機能 

未回答 そう思わない あまりそう思わない 

どちらとも言えない ややそう思う そう思う 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

図4 オーサリング機能に対する評価

システムの支援内容を容易に理解出来る 

計画の立案手順を理解出来る 

計画の立案作業を支援している 

計画の立案が容易である 

 利用の仕方が理解・学習しやすい 

未回答 そう思わない あまりそう思わない 

どちらとも言えない ややそう思う そう思う 
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図6 システム全体に対する評価

図5 テーラリング機能に対する評価
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（2）テーラリングにおける支援機能の有効性とユーザビ

リティ（図5）

図5からは，テーラリング機能及びインターフェース

のユーザビリティが比較的高いことを読み取れる．ただ

し，閲覧機能の表示方法が非直感的であることや，ダイ

アログから測定量を関連付けにくいことがうかがえる．

これらの機能に関してコメントを分析したところ，閲覧

機能については「プロセスペインを選択して，更に確認

ペインを選択しなければならないのは煩雑」，「画面解像

度が低い環境では詳細表示ペインが狭く感じる」といっ

た指摘が見られた．ダイアログから測定量を関連付ける

機能については，「測定量を関連付けるのに必要なクリッ

ク数が多く煩雑である」との指摘を得た．

（3）システム全体の有効性（図6）

システムの機能に関する総合的な有効性や，システム

が持つ目的の理解度に関して評価を行った結果を図6に

示す．結果からは，システムが定量的管理計画の立案手

順を理解する上で比較的有用であることが読み取れる．

ただし，システムの利用方法を理解しにくいという評価

も見られた．これは，システムに利用者を誘導するよう

な機能が無いこと，ユーザーズガイドの記述が不十分だ

ったことが理由と考えられる．

システム全体に対するコメントでは，「意図される作業

に誘導するような表示が出ると分かりやすい」，「ナビゲ

ーション機能があると便利である」等，システムをより

容易に利用するための仕組みが必要であるとの指摘を受

けた．また，「情報をエクスポートして加工出来る機能が

あると，システムを利用していないところへも報告出来

る」，「定量データの測定結果を入力出来ると便利である」

等，立案した定量的管理計画の共有と実践のための機能

が必要であるとコメントを得た．更に，「システムに認証

機能を追加し，標準定義を修正出来る人物，閲覧のみ可

能な人物等，利用者の権限に応じて利用出来る機能が制

限される仕組みが必要である」との指摘も得た．

4.5 評価のまとめ

4.4節で示した結果より，システムは開発管理プロセス

のオーサリング及びテーラリングに有効な支援機能を提

供していると思われる．とくに，定量的管理計画の立案

手順を理解する上で有用であるとの評価が強いため，チ

ュートリアル（ユーザーズガイド）とナビゲーションを

充実させることにより，今後，管理者教育に活用が期待

される．

システムに求められる機能としては，情報をエクスポ

ートしてAQUAMarineを利用していない関係者からも定

量的管理計画を容易に参照出来る機能や他のシステムと

連携する機能等，立案した計画の実施を支援する機能が

求められている．また，システムのユーザビリティに関

して多数の改善点を指摘されていることから，今後，新

機能の追加に加え，システムのユーザインターフェース

を見直す必要があると考えられる．

5 関連研究

ソフトウェア開発プロセスのモデリングやオーサリン

グを支援する代表的なシステムとしては，Becker-

Kornstaedtらが提案するSpearmint [BECKER-KORNSTAEDT

1999]やEclipse Foundationが提案するEPFC※2[EPFC]があ

る．Spearmint及びEPFCは開発プロセスの構築とその理

解支援を目的としている．これに対しAQUAMarineは，

定量的管理計画の立案支援を目的とし，通常の開発プロ

セスに加え，定量的管理を考慮した管理プロセスの構築

や理解を支援している点で大きく異なる．また，開発プ

ロセスと定量的管理プロセスの両方に対しオーサリン

グ・テーラリングを支援するのは，AQUAMarineのみで

ある．EPFCは開発プロセスのオーサリングとテーラリ

ングを支援するものの，定量的管理プロセスを考慮に入

れた支援は行っていない．

テーラリング支援に関する研究として，Basiliらは，プ

ロジェクトの目的や制約に合わせてプロセスをテーラリ

ングする手法と，プロセスの改善を実現する手法，及び

それらに基づいたテーラリングツール環境TAMEを提案

している[BASILI1987]．TAMEは計測ツールを統合した環

境であり，開発プロセスのテーラリング及び改善活動を

支援する．TAMEを導入することにより，効率の良いテ

ーラリングの実施が期待出来る一方，適用組織はテーラ

※2 EPFC：Eclipse Process Framework Composer

5 関連研究



251SEC journal Vol.5 No.4 Sep.2009

リング作業の自動化に必要なプロセスモデルを新しく導

入することが求められる．Parkらは，テーラリングの支

援を目的として，ニューラルネットワークを用いて，採

用すべきプロセスを標準開発プロセス定義からフィルタ

リングする手法を提案している[PARK2006]．Parkらの手

法を用いることで，標準開発プロセス定義の中から，テ

ーラリング時にプロジェクトで必要なプロセスを絞り込

むことが出来，テーラリング作業が容易となる．また，

Huoらは，実際のプロジェクトデータからプロセスパタ

ーンを抽出する手法を提案している[HUO2006]．この手

法により抽出したパターンを用いることで，プロジェク

ト計画者によるテーラリング時にプロジェクトで採用す

るプロセスの選定を支援する．

これらは，テーラリング時に有用な参考情報をプロジ

ェクト計画者に提示することで，プロセステーラリング

の支援を行っている．しかし，テーラリングの手順に関

して具体的な指針が与えられていない．このため，プロ

ジェクト計画者は自らの経験に基づき，プロジェクトの

特性に合わせてテーラリングを行う必要がある．

6 おわりに

本論文では，定量的管理を取り入れたソフトウェア開

発計画の立案時に発生する問題を整理し，それぞれの問

題を解決するため，定量的管理プロセスのためのオーサ

リング・テーラリングフレームワークを提案した．本フ

レームワークは，プロセスエンジニアとプロジェクト計

画者に対し，プロセスのオーサリング及びテーラリング

を体系的に行えるよう支援するものである．

また，このフレームワークに基づき，プロセスのオー

サリングとテーラリングを支援するシステム

AQUAMarineの開発を行った．本システムは，プロセス

エンジニアに対して，標準開発プロセス定義や管理指標

の新規構築にかかわる作業を支援する．また，定量デー

タと利用出来る工程の関係のような，これまで陽になっ

てこなかった，経験に依る知識を蓄積するための仕組み

を備えている．プロジェクト計画者に対しては，プロセ

スエンジニアによって作成された定量データに関する情

報を利用して，プロジェクトの特性に合わせた修正，開

発プロセスへの測定・分析活動の統合を行うことが出来

る．測定者や分析者に対しては，定量データの測定・分

析方法や実例を提示することで，測定・分析に対する理

解を促進する．このように，AQUAMarineはプロセス定

義や管理指標の構築から，プロセスへの測定・分析活動

の統合を一体的に行うことが可能となる．また，

AQUAMarineを利用して作成された開発管理計画を蓄積

していくことが出来る．これらの情報から過去の知見を

導き，それを基にテーラリングをしていくことも可能と

なる．

更に，AQUAMarineの有効性を確認するため，実企業

における評価も行った．結果として，提案フレームワー

ク及びシステムが定量的管理計画の立案作業に対し有効

な支援機能を提供していることを確認した．

現在，協力組織においてAQUAMarineの導入を進めて

いる．また，実プロジェクトにおけるAQUAMarineの適

用実験の準備も進めている．今後は，適用実験を通して，

システムの利用による長期的な生産性の評価等，実開発

プロジェクトにおけるシステムの有用性や妥当性に関す

る定量的な評価を行う予定である．更に，適用実験で得

られたテーラリング結果を，組織のプロセス資産として

有効活用する手段について研究する予定である．
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